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タリウムスキャンによる心筋の厚さの検
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　（目的）タリウム（2°1Tのを用いて，各種疾患の

心筋のstatjc　imageでの右室壁の描出と右室肥大
との関係，および左室の収縮・拡張に伴う左室壁の

厚さの変化について検討を加えたo

　（対象および方法）1）慢性閉塞性肺疾患23例，

心筋梗塞34例，狭心症10例，心筋症7例，弁膜
疾患4例，その他の疾患29例などにタリウムによ

る心筋スキャンを行ない，右室壁描出の有無と心電

図所見とを比較検討した02）タリウム4mCi静注後

心電図同期心造影法により40msec間隔の経時的な

心筋イメージを作成し，左室自由壁，心尖部，心室

中隔にROIを設定し，ROIのカウントを心室壁
厚の指標にして，種々の疾患で左室の収縮・拡張に

伴う各部位での心筋の厚さの変化を検討した。

　（結果）1）右室壁の描出：タリウムによる右室壁

の描出頻度は，慢性閉塞性肺疾患（60％），心筋梗

塞（58％），心筋症（57％）などで高く，特に右心
負荷の強い閉塞性肺疾患で右室壁が強度に描出され

る例が多くみられた。一方，その他の疾患での右室

描出は34％と低率であったo右室描出をみた例の

うち心電図所見で右室肥大の基準を満たしたものは

少数であり，タリウムスキャンは心電図よりも鋭敏

な右室肥大の指標になりうると考えられた02）左室

壁の厚さの変化：正常者における左室壁の厚さは収

縮終期で最大となり拡張終期で最小であったoこの
ような厚さの変化は他の部位に比し自由壁でより小

さい傾向がみられたo一方，甲状腺機能充進症など

では厚さの変化がより著しく，収縮終期に対する拡

張終期の厚さが60％以下になる症例もみられたo
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　　近年、心筋硬塞症例に対し非観血的診断法の一つとし

　て、Thalliu田一201（T1－201）を使用する心筋イメージン

　グ（MPDが広く施行され、多くのすぐれた報告がなされ

　ている。今回我々は、虚血性心疾患、特に狭心症を対象

　として運動負荷心筋イメージング（stress　MPI）を施行し

　、安静時心筋イメージング（rest　vel）との対比検討を行

　なったので報告する。

　　対象：運動負荷心電図で陽性、選択的冠動脈写で有意

　な狭さくを示した狭心症例10余例を対象とした。

　　装置ならびに方法：30000平行多孔型高分解能コリメ

　ーターを装着した東芝OCA　2D2型シンチカメラとオンラ

　インのコンピューターシステム（TOSBAC　40）を用い、被
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　検者を仰が位でT1－2012　nCi静注約10分後に、80　KeV－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
　30％の条件で、rest　MPIを4方向（前面、30　及び45

　左前斜位、左側面）から、各イメージに300　Kカウントを

　storeして撮像した。　stressMPIは、その約1週後に、腕

　静脈をペニューラ針で確保し、生理食塩水点滴下でマス

　ターtvo　step負荷を加え、心電図にてmaximal　stressを

　確認しつつTl－2012　nCiを注入し、引き続き同stressを

　約2分間持続し、10分後に4方向の撮像を行ない、同

　時に磁気テープにも収集した。

　　結果：（1）rest　MPIとstress　MP1を比較するtcめ、

　コンピューター処理を行ない、画像をより明確にしえた。

　（2）rest　MPIでは、全例に10v　activity　areaを認めな

　かった。（3）stress　MPIでは、肺パックグラウンド及

　び他臓器に比して、健常心筋へのuptakeが有意に増加し

　た。これは運動負荷により肺血流が減少し、心筋血流が

　増加した為と考えられる。（4）stress　MPIにおいて、心

　電図、冠動脈写から予想される虚血部位の心筋T1　・一　Ml

　uptakeの減少がほとんどの例に認められた。
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